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　⑶「薬学実践問題」は、「実務」の
みの問題と「実務」とそれ以外の領域
とを関連させた連問題形式の「複合問
題」からなる。「複合問題」は、６年
制国試で初めて導入された出題形式
で、症例や事例を挙げて実務現場で直
面する問題を解釈・解決するための資
質を問う、実践力・総合力・基礎力を
確認する出題である。
　国試は２日間で実施され、「必須問題」
は１問１分、「一般問題」は１問 2.5
分で解く時間配分になっている。また、
表３には新国家試験の合格基準をあげ
ている。合格基準は、全問題への配点
の 65％以上を基本とする。しかし、「必

須問題」は、全問題への配点の 70％
以上で、かつ構成する領域の得点がそ
れぞれ配点の 50％以上、「一般問題」
は構成する各領域の得点がそれぞれ配
点の 35％以上とされ、これを「足切り」
という。４年次に行われる CBT は総
点で判断される（60％以上）が、国
試は各領域ごとに「足切り」が設定さ
れているので、注意しなければいけな
い。今回は「物理・化学・生物」の「必
須問題」と ｢一般問題」、また「法規
・制度・倫理」の「必須問題」、「衛生」
の ｢一般問題」での足切りで不合格に
なった受験生が多かったと思われる

（薬ゼミ自己採点システム調べ）

　物理

　難易度は「必須問題」は中等、「理
論問題」「複合問題（物理）」は高く、「複
合問題（実務）」は中等。既出問題か
らのアプローチを変えた問題、計算問
題、グラフ問題、深い知識が求められ
る問題、他科目の知識を用いて解答す
る問題、新傾向問題などが出題されて
いた。高校から大学で学ぶ基礎的内容
を含め学習しないと高得点は望めない
考える力を必要とする問題であった。
第101回でも必須、理論、実践にかか
わらず、グラフや計算問題が多く難易
度は高く、既出問題の丸暗記では対応
できない問題が増えてくると考えられ
る。

　化学

　難易度は「必須問題」はやや高く、「理
論問題」は高く、「複合問題（化学）
と（実務）」は中等。全体的に化学構
造に関する出題が多くみられた。化学
の基本的知識を応用する力や考える力
を要する問題が多く、今後も、基本的
な化学知識を医薬品に応用する問題が
増えると予測される。一方、複合問題
の実務では、手術時および術後の血糖
コントロールに関する問題（問208）
など、より実践的な内容を問う問題が
出題された。第101回も応用力と問題
文から課題を抽出する問題解決能力を
必要とする出題が続くと予想され、正

確な知識を適切に使える必要がある。

　生物

　難易度は「必須問題」「複合問題（生
物）」はやや平易、「理論問題」はやや
難、「複合問題（実務）」は中等。全体
的に第99回と比べやや難易度が上昇、
必須、複合生物は同程度であった。理
論問題では図表、グラフを使った問題
が10題中８題で、思考力が必要とさ
れるため、試験時間内で正答を出すこ
とは難しかったと考えられる。出題分
野は機能形態が７問、生化学４問、遺
伝子３問、免疫３問、微生物３問と幅
広かった。第101回では、既出問題ベ
ースや新傾向の問題でも、理解し、そ
の知識をどう使うか、という問題解決
能力が求められる出題が多くなると思
われる。

　衛生

　難易度は「必須問題」は平易、「理
論問題」「複合問題（衛生）と（実務）」
はいずれも中等。既出問題をベースに
した出題が多いが、得点しやすい問題
と難易度の高い問題に二極化。丸暗記
ではなく、本質を理解しているかを問
う出題が多く、グラフや構造式の出題
数は例年よりも増加、難易度のやや高
い問題であった。いつも出題される社
会的話題になったニュースは、08年
に起きた事故米について出題された。
第101回は基本的かつ重要な内容か

ら、社会的話題まで幅広く出題される
と思われる。

　薬理

　難易度は「必須問題」は平易、「複
合問題（薬理）」はやや平易、「理論問 
題」「複合問題（実務）」は中等。全体
的に例年通り未出題薬物が多く出題さ
れたが、過去によく出題された薬物で
正誤の判断ができる問題が多く解答は
可能であった。しかし、多くが既出問
題の文章をモディファイした形式で、
より応用力が必要となっている。第
97 ～99回の問題からも類似問題が出
題されていた。薬物の出題傾向は、実
習の際に医療現場で使用されていた薬
物の出題が増加している。
　今後は、医療現場で起こりうる状況
を問う問題形式が増えてくることが考
えられ、出題される薬物も医療現場で
の使用状況を踏まえ比較的新しい薬物
の出題も増加してくると思われる。

　薬剤
　難易度は「必須問題」は平易、「複
合問題（実務）」は中等、「理論問題」「複
合問題（薬剤）」はやや難。既出問題
の内容をより深く掘り下げた知識を問
う問題が多かった。また、テーラーメ
イド医療や服薬指導につながる剤形に
関する内容など現場を意識した出題が
多数あった。第99回と比べ計算問題
の出題数は、理論は同等、必須・実践
は減少。今後も計算問題や図の読解の
問題に加え、既出問題において重要で
あった内容に関して、問い方を変え具
体的な薬物を用いて「考える力」を問
う出題されると考えられる。

　病態と治療・情報

　難易度は「必須問題」は平易、「理
論問題」は高く、「複合問題（治療・
情報）」は中等、「複合問題（実務）」
はやや難。第99回と同様に必須では
点数の取りやすい内容が多かった一
方、理論や複合問題に関しては考えて
解答する問題が多く、難しい内容であ
った。特に複合問題ではお薬手帳や処
方から確認する内容や糖尿病患者の対
応など実践的な内容が多く、現場を意

識したものが目立つ印象であった。ま
た、第99回同様に遺伝子や受容体と
いったテーラーメード医療に関する問
題も出題され、トピックスを意識した
ものが増加傾向であった。第101回で
は、必須は一般的な疾患に関する問題
が出題され、理論では医療現場を重視
しガイドラインの詳細や薬剤の特徴な
どに関する問題、症例問題はより実践
的に患者情報を読み取り、治療薬など
を選択する問題が増えると思われる。
情報・検定は新しい検定法などの出題
が予想される。 

　法規

　難易度は「理論問題」は平易、「複
合問題（法規）」は中等、「必須問題」「複
合問題（実務）」はやや平易。全体的
にやや平易だが、必須問題は例年に比
べ難易度は高いと思われる。出題範囲
や傾向は第97回以降毎回変わってお
り、新傾向問題が増えている。また、
複合問題だけでなく必須や理論におい
ても計算式を読み取る問題（問79）
や図を読み取る問題（問145）が見ら
れるようになった。なお、薬事法改正
は出題されず、14年10月施行の内容

（医薬品リスク管理計画）が問146で
出題された。今後は改定法・制度が出
題され、法改正に関わる内容や実践で
問いやすい医療保険制度、管理薬の問
題が出題されると思われる。また既出
問題を解く場合、暗記ではなく周辺知
識を理解することが大切。

　実務

　難易度は「必須問題」は平易、「実
践問題（実務の単問）」は中等。問題
配分はチーム医療など薬剤師の基礎か
ら生活指導まで網羅されており、副作
用関連問題や熱中症の対応、メタボリ
ックシンドロームに関する問題など生
活指導関連の出題が目立った。長期実
務実習の成果を問う多くの出題がさ
れ、今後も出題基準を網羅した幅広い
知識が問われると予想される。暗記だ
けでは得点しにくい、応用力が必要な
問題や図を引用した問題、実務実習の
経験を問う実践的な内容の問題が出題
されると予想される。

第100回の領域別総評と第101回に向けて
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